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　以下は 2018年 10月 20日の伊高浩昭氏による講演「トラテロルコ虐殺事件半世紀─メキシコ政治の変
遷」を同講師がまとめたものである。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































ました。サリーナスはこれに飛び付き、「第 3世界から一気に第 1世界にのし上がろう」 を掛け声





















































































































　AMLOは「国家刷新運動」（MORENA）を結成し、今年 2018年 7月の大統領選挙に 3度目の挑
戦をし、3000万票を得て当選を果たしました。開票時の不正を不可能にするほどの圧勝でした。
　南東部のタバスコ州に生まれたAMLOは、メキシコ自治大学（UNAM）で行政学と政治学を
修め、同州に戻って先住民関係の仕事をします。先住民ら貧しい人々への理解と共感が生まれま
す。
　しかしタバスコ州での選挙には勝てず、世紀の変わり目にメキシコ市長の選挙に出て当選しま
した。5年間市長を続け、改革を進めて一躍、政治家として認められます。その名声と自信に支
えられて大統領選挙に出馬し、3回目で勝ったわけです。
　政権党となったMORENAの「モレナ」には「褐色の、褐色女」などの意味があります。メキ
シコ人の大多数がメスティーソ（混血）であることや、メキシコの混血の守護聖母グアダルーペ
にも繋がります。
　決選投票制度のないメキシコ大統領選挙では従来、PRI、PAN、PRDの 3候補が出馬し三つ巴
の争いとなり、30～40％台の得票率で当選できたのですが、AMLOは過半数得票で文句なしに勝
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利しました。PRIとPANの「プリアニスタ」体制に絶望していた人民大衆が大挙してAMLOを支
持した結果です。現代メキシコの大統領選挙史上、初めて広範な市民の意思が反映されました。
　AMLOは外交政策では、米加墨市場結成で「北米化」したことで失ったラ米での外交的影響力
の回復、ベネズエラ敵視政策打ち切り、対米姿勢建て直しなど、内政では貧富格差緩和、新首都
空港建設など公共事業計画見直し、汚職掃討、選挙と並べて国民投票など直接民主主義による政
策決定重視、アヨツィナパ事件など重大事件の真相究明、国家警備隊編成による治安確保などを
掲げています。
　2018年 12月 1日にAMLO大統領が誕生します。「AMLOのメキシコ」をじっくり観察していき
ます。ご静聴、ありがとうござました。（AMLOは予定通り就任しました）
 （いだか　ひろあき　本研究所学外所員、ジャーナリスト）
